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E－46 鳥取県の婦人の象
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　目的：m際婦人年以来., 婦人(7)自立や婦人の地位:に関するpitfi議が適希･であ1}、本年は婦

人10年の■=間年であり、前半の5年眉に各国で何が前進したかが囮われ、さらに後半に何

をit*!)るべきかか各国代表にぶって討議がなされる。このＪうな動向の中■ざ婦人の魚ぬや

mmの変化が伝統的家族関係にどのJ:うな影響をしているかを分趙し、婦人即題の研究び)

資料としたい。
　方法：デー9 ーは52 年鳥取県の（平葵- 都展・平和をめざざ婦人の10年｣mm.協議会

の調査をもとにする。調査対象ぱ20歳以上の婦人2000ゐを無作為抽出。共働きが一般化す

る中で婦人の家庭と職業|＝対する考文方と、婦人の生きがい、性分業痴、家庭における地

位. 夫の政彦の相続介、子どもの教育観などとの関連をみた。
　結果：＠家事専衆型は35.2%⑧家率中心十仕事型は妬｡９％○仕車中､CJ、家席合理化型は

13.ワｚである。地域別でI3:Rﾆ(i)は廃山漁村、＠は市孵地に多く、職業別で｀は＠に1無職と

内職に. ⑤は雇用労働にない。年代別では＠1350代に、(1)は20、30、40代f-、○μ20、40

60代にやや今い碩向にあり、未既婚剔ではRI3?E.?'J離昨若が、cは既盛名が、○は未婚恚

が卿い・次いで‘のほ④⑧ぷりも生きがいをもつ比率は高く、性別分業を否定すi. ものも多

い。家庭I- 3=.'ITる天との地位|コ打等のものが玲く、夭に対して｢主人」と眸ばないものt)'<

今い、写どもの敢育面でみた場合、男なrの性にＪる差の開きがヅないといえる。社会洽勧

への蓼加の無態は最も多＜、その内格は政治活動や消費酒屋動、環境を'f-くする厦勧&ど

何れも他ぷり夕く、置挙姿勢についてみても主体妁であるといえる。


